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はじめに
これまで13回にわたって囲碁の理論につい

てお話ししてきました。今回は最終の総まと

めとして、囲碁学習における問題点を考察し

ながら、「勝ちたい」と「勝ち切る」との対

局意識の違いについて、まとめたいと思いま

す。

1. 現在の囲碁教育の問題点
� 勝敗規定と着手効率の隔たり

囲碁の勝敗ルールでは、囲碁とは「地の大

きさを競う」ゲームになるのですが、一般的

に地を囲う手は、悪手になります。また、「石

が取れる」ルールはあるのですが、「石を取ろ

うとすると、反対に取られる」というゲーム

特性があります。このため、勝敗ルールとし

て最初に教えられた「地の大きさを競う」と

いうことと、実際に効率良く打つための対局

意識に、大きな隔たりが存在するゲーム構造

になっていることがわかります。

このような価値感の大きな隔たりがあるに

もかかわらず、着手目的として、

①地を囲う手は良い手でない

②石を取ろうとする手は良い手でない

という基本的な価値感についての説明が、囲

碁の本では、ほとんどなされていません。こ

のため、囲碁の学習を始めたスタート時点か

ら、間違った価値感を持ちながら学習が進む

ことになり、このことが途中で上達できなく

なる大きな原因になっています。

� 子供の教育と大人の教育の違い

子供に囲碁を教える場合は、「石取りゲー

ム」や「詰碁パズル」として碁を楽しませな

がら上達させるという有効な方法がありま

す。しかし、この「詰碁パズル」を解く方法

は、大人の心情としては満足できないものが

あります。大人の場合には、入門者であって

も「本格的な碁の本質を知りたい」という意

識が当初からあります。このため、「地を囲う」
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「石を取る」というような基本的な価値感への

疑問が解決できないと、「そんなに難しいゲー

ムなら、碁は私には向いていない」というこ

とになり、囲碁から離れるという結果になり

ます。

� 「失敗しない」という学習方法

囲碁は、どこにでも自由に着手できるゲー

ムであるため、非常に変化が多く、失敗が多

いゲームであるという特性があります。また、

「地を囲う」「石を取る」などの目的が、一手

では達成できないという特性もあります。こ

のため、勝負の敗因の第一位が、「知識不足」

や「読みの能力不足」による「失敗」になっ

ています。特に「死活」での失敗は、勝負の

致命傷になるため、相手のミスに対して「石

を取る」ことを中心に教える本が数多くあり

ます。この「石を取る」学習が、囲碁の本質

をわかり難くさせ、読みの力を向上させる点

でも弊害をもたらす原因になります。

� 間違った読み筋の練習

死活での正しい読み筋は、「殺す問題」では

なく「生きる問題」を数多く練習することで

身につきます。このため、「殺す問題」の練習

を多くすると、殺す手順に死活の読み筋があ

るという錯覚が与えられることになります。

本来、「殺す問題」を解く学習目的は、「相手

に手抜きさせない」という、非常に高度なテ

クニックを得ることを目的にしています。こ

のため手順も難しく、生きる手より活用度も

低く、また、「実戦では殺せない」という現実

があります。さらに、この殺すという意識が、

対局意識へも悪い影響を与えます。

� 石が取られる恐怖心

「石を取る」問題を数多く練習することで、

上手と対局する場合に「自分の石が取られる」

という恐怖心を助長させることになります。

特に置碁では、「序盤は積極的に攻める」こと

が重要であり、「攻めながら守る」ということ

が基本姿勢であるにもかかわらず、石が取ら

れることを恐れるあまり、「守ってから攻める」

という間違った癖が身につくことになります。

さらに、下手との対局の場合には正反対に、

「無理手を連発して殺そうとする」手を打つこ

とになります。

� 打ち込みを恐れて地を囲う

上級者になると、さすがに石が取られる恐

怖心は減ってくるのですが、そのかわり、「相

手からの打ち込みで、地にならない」という

意識を持つようになります。これも本来は

「打ち込ませて攻める」という基本の考え方が

あるのですが、「打ち込まれないように、地を

守る」という意識が生まれ、それが悪い癖に

なります。

� プロ対局を鑑賞できない

テレビ放映での「プロ同士の対局」では、

練習問題で解くような「相手の石を取る」「地

を囲う」などの場面がほとんどないため、初

段程度の棋力になっても「プロの対局のすば

らしさが理解できない」という事態が生まれ

ます。つまり「勝ち切る」という意識を教え

られていないため、「高段者の囲碁を見ても、

楽しむことができない」という弊害が生まれ

ることになります。
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